
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ネットワーク接続された機器の資源を管理する AVネットワークの資源予約管理装置であっ
て、
放送番組の開始・終了時間情報を、放送波に重畳して送られてくる EPG(電子番組ガイド )
から取得する EPG処理手段と、
放送番組の帯域幅情報を、前記放送波に重ねて取得する帯域情報処理手段と、
AVネットワークの帯域幅資源を時間的に管理している資源予約管理表と、
予約要求に対して、予約番組の帯域幅を、前記帯域情報処理手段から得、その予約番組の
開始・終了時間情報を前記 EPG処理手段から得、前記資源予約管理表を参照して、予約番
組の帯域幅の割り当ての可能性を判断し、可能であれば、その帯域幅を前記資源予約管理
表に予約する制御部とを備え、
前記予約番組の開始時間になると、確保された帯域を用いて通信インタフェース経由で、
通信の実行をさせることを特徴とする資源予約管理装置。
【請求項２】
ネットワーク接続された機器の資源を管理する AVネットワークの資源予約管理装置であっ
て、
放送番組の開始・終了時間情報を、放送波に重畳して送られてくる EPG(電子番組ガイド )
から取得する EPG処理手段と、
放送番組の帯域幅情報を、インターネット経由で取得する帯域情報処理手段と、
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AVネットワークの帯域幅資源を時間的に管理している資源予約管理表と、
予約要求に対して、予約番組の帯域幅を、前記帯域情報処理手段から得、その予約番組の
開始・終了時間情報を前記 EPG処理手段から得、前記資源予約管理表を参照して、予約番
組の帯域幅の割り当ての可能性を判断し、可能であれば、その帯域幅を前記資源予約管理
表に予約する制御部とを備え、
前記予約番組の開始時間になると、確保された帯域を用いて通信インタフェース経由で、
通信の実行をさせることを特徴とする資源予約管理装置。
【請求項３】
ネットワーク接続された機器の資源を管理する AVネットワークの資源予約管理装置であっ
て、
放送番組の開始・終了時間情報を、放送波に重畳して送られてくる EPG(電子番組ガイド )
から取得する EPG処理手段と、
放送番組の帯域幅情報を、情報通信機器から取得する帯域情報処理手段と、
AVネットワークの帯域幅資源を時間的に管理している資源予約管理表と、
予約要求に対して、予約番組の帯域幅を、前記帯域情報処理手段から得、その予約番組の
開始・終了時間情報を前記 EPG処理手段から得、前記資源予約管理表を参照して、予約番
組の帯域幅の割り当ての可能性を判断し、可能であれば、その帯域幅を前記資源予約管理
表に予約する制御部とを備え、
前記予約番組の開始時間になると、確保された帯域を用いて通信インタフェース経由で、
通信の実行をさせることを特徴とする資源予約管理装置。
【請求項４】
ネットワーク接続された機器の資源を管理する AVネットワークの資源予約管理装置であっ
て、
放送番組の開始・終了時間情報を、放送波に重畳して送られてくる EPG(電子番組ガイド )
から取得する EPG処理手段と、
放送番組の帯域幅情報を、記憶媒体から取得する帯域情報処理手段と、
AVネットワークの帯域幅資源を時間的に管理している資源予約管理表と、
予約要求に対して、予約番組の帯域幅を、前記帯域情報処理手段から得、その予約番組の
開始・終了時間情報を前記 EPG処理手段から得、前記資源予約管理表を参照して、予約番
組の帯域幅の割り当ての可能性を判断し、可能であれば、その帯域幅を前記資源予約管理
表に予約する制御部とを備え、
前記予約番組の開始時間になると、確保された帯域を用いて通信インタフェース経由で、
通信の実行をさせることを特徴とする資源予約管理装置。
【請求項５】
ネットワーク接続された機器の資源を管理する AVネットワークの資源予約管理装置であっ
て、
放送番組の開始・終了時間情報を、放送波に重畳して送られてくる EPG(電子番組ガイド )
から取得する EPG処理手段と、
放送番組の帯域幅情報を、ユーザの入力から取得する帯域情報処理手段と、
AVネットワークの帯域幅資源を時間的に管理している資源予約管理表と、
予約要求に対して、予約番組の帯域幅を、前記帯域情報処理手段から得、その予約番組の
開始・終了時間情報を前記 EPG処理手段から得、前記資源予約管理表を参照して、予約番
組の帯域幅の割り当ての可能性を判断し、可能であれば、その帯域幅を前記資源予約管理
表に予約する制御部とを備え、
前記予約番組の開始時間になると、確保された帯域を用いて通信インタフェース経由で、
通信の実行をさせることを特徴とする資源予約管理装置。
【請求項６】
請求項 載の資源予約管理装置

10

20

30

40

50

(2) JP 3628914 B2 2005.3.16

１記 の、放送番組の開始・終了時間情報を、放送波に重畳し
て送られてくる EPG(電子番組ガイド )から取得する EPG処理手段と、
　放送番組の帯域幅情報を、前記放送波に重ねて取得する帯域情報処理手段と、



プログラム記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＡＶ機器が接続されるＡＶネットワークにおいて、ＡＶ機器間のデータストリ
ームを転送するために用いられる資源予約管理装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
以下、従来の資源管理装置についてＩＥＥＥ１３９４スタンダードのアイソクロナス（同
期）リソースマネジャを例に図を用いて説明を行う。
【０００３】
図８は、従来例の資源管理装置の構成図である。図８において、８０１は資源管理装置、
８０２は帯域幅管理テーブル、８０３はチャネル管理テーブル、８０４は制御部、８０５
は通信インタフェースである。資源管理装置８０１は、ネットワークの資源を管理して、
ＡＶデータストリームの転送を保証する役割を持つ。
【０００４】
従来の資源管理装置８０１は時間を考慮した将来にわたる資源の管理は行っていない。つ
まり資源管理装置８０１は、使用者からの帯域割当要求を受け取ると、まず帯域幅管理テ
ーブル８０２に記憶してある現在の空き帯域を読み出し要求帯域と比較する。帯域の割当
が可能である場合には、制御部８０４は割当許可を使用者に通知し、同時に帯域幅管理テ
ーブル８０２は更新される。またチャネル割当要求を受け取ると、チャネル管理テーブル
８０３に記憶してある未使用のチャネルを探しそのチャネルを使用者に通知し、同時にチ
ャネル管理テーブル８０３は更新される。使用者は許可された帯域の範囲内で、指定され
たチャネルを利用してＡＶデータストリームの転送を行う。
【０００５】
図９に資源管理装置を備えたＡＶネットワークの構成例を示す。図９において、９０１は
資源管理装置、９０２はセットトップボックス（以下ＳＴＢ）、９０３はビデオカセット
レコーダ（以下ＶＣＲ）、９０４はＡＶデータストリームである。
【０００６】
ＳＴＢ９０２で受信するデジタル放送をＶＣＲ９０３で予約録画する場合、まず資源管理
装置９０１は電子番組ガイド（以下ＥＰＧ）により番組開始・終了時間を取得する。予約
開始時間になると、ＳＴＢ９０２は資源管理装置９０１で監視している現在使用可能なネ
ットワーク資源を上述のようにして取得し、ＳＴＢ９０２からアイソクロナスパケットを
利用してＡＶデータストリーム９０４を送信する。一方ＶＣＲ９０３はＡＶデータストリ
ーム９０４を受信し録画することが可能になる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし上記のような構成では、以下のような問題があった。
【０００８】
ＳＴＢ－ＶＣＲ間の予約録画時にはネットワークの資源予約をしていないので、予約して
も、その予約録画時間帯が遅いと、後から予約した人に先に帯域を確保されてしまい、場
合によっては先に予約した人が帯域をとれずに録画できないといった不都合が生じる問題
があった。
【０００９】
本発明では上記した課題を解決するため、ネットワーク資源の予約が可能であるネットワ
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　 AVネットワークの帯域幅資源を時間的に管理している資源予約管理表と、
予約要求に対して、予約番組の帯域幅を、前記帯域情報処理手段から得、その予約番組の
開始・終了時間情報を前記 EPG処理手段から得、前記資源予約管理表を参照して、予約番
組の帯域幅の割り当ての可能性を判断し、可能であれば、その帯域幅を前記資源予約管理
表に予約する制御部としてコンピュータを機能させるためのプログラムを担持した記録媒
体であって、コンピュータにより処理可能な



ーク資源予約管理装置を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明は、ネットワーク接続された機器の資源を管理するＡＶネットワークの資源予約管
理装置であって、
放送番組の開始・終了時間情報を、放送波に重畳して送られてくるＥＰＧ（電子番組ガイ
ド）から取得するＥＰＧ処理手段と、
放送番組の帯域幅情報を、前記放送波に重ねて送られてくる情報から、インターネット経
由で、記憶媒体から、あるいは、ユーザの入力から、取得する帯域情報処理手段と、
ＡＶネットワークの帯域幅資源を時間的に管理している資源予約管理表と、
予約要求に対して、予約番組の帯域幅を、前記帯域情報処理手段から得、その予約番組の
開始・終了時間情報を前記ＥＰＧ処理手段から得、前記資源予約管理表を参照して、予約
番組の帯域幅の割り当ての可能性を判断し、可能であれば、その帯域幅を前記資源予約管
理表に予約する制御部とを備え、
前記予約番組の開始時間になると、確保された帯域を用いて通信インタフェース経由で、
通信の実行をさせることを特徴とする資源予約管理装置である。
【００１１】
【発明の実施の形態】
（実施の形態１）
以下発明の第１の実施の形態における資源予約管理装置について、図面を参照しながら説
明する。
【００１２】
図１は、本発明の第１の実施の形態における資源予約管理装置の構成図である。図１にお
いて１０１は資源予約管理装置、１０２はチュ－ナ、１０３はＥＰＧ処理手段、１０４は
タイマー部、１０５は帯域情報処理手段、１０６は資源予約管理表、１０７は制御部、１
０８は通信インタフェースである。
【００１３】
以上のように構成された本実施の形態の資源予約管理装置について、以下、その動作を説
明する。
【００１４】
まずチューナ１０２でＥＰＧを含む放送波を受信する。資源予約管理装置１０１では、Ｅ
ＰＧから番組の開始・終了時間情報をＥＰＧ処理手段１０３で抽出する。抽出した時間情
報は、タイマー部１０４で管理する。一方前記番組の帯域幅情報も前記放送波から帯域情
報処理手段１０５によって抽出される。つまり、放送局はそのような番組の帯域幅情報も
ＥＰＧで送る。資源予約管理表１０６には、一定時間先までの帯域情報が格納されている
。
【００１５】
制御部１０７は、予約要求があれば、その番組の前記帯域幅情報、開始・終了時間を得る
とともに、資源予約管理表１０６を参照し、その予約したい番組の開始時間において前記
帯域幅が割当可能であるか判断し、可能であれば資源予約管理表１０６に帯域幅を予約す
る。同時にタイマー部で予約管理をする。なお、その予約要求は後述するＳＴＢ６０２で
行うことも、ＶＣＲ６０３から行うこともできる。
【００１６】
資源予約管理装置１０１は、タイマー部１０４で管理している予約時間になると、資源管
理表１０６で管理されている帯域幅で、そのとき空いているチャネルを使用して、チュー
ナ１０２で受信している番組を通信インタフェース１０８経由で送信する。なお、このよ
うにチャンネルについては実際の録画の時に空いているチャンネルをもらって使用する。
【００１７】
図６は、本発明の第１の実施の形態における資源予約管理装置を備えたＡＶネットワーク
の構成例を示す。図６において、６０１は資源予約管理装置、６０２はＳＴＢ、６０３は
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ＶＣＲ、６０４はＡＶデータストリームである。ＳＴＢ６０２で受信するデジタル放送を
ＶＣＲ６０３で予約録画する場合、まず資源予約管理装置６０１はＥＰＧから番組の開始
・終了時間と帯域幅を取得し、時間を考慮した予約管理する。予約開始時間に、資源予約
管理装置６０１は、予約した帯域幅で現在未使用のチャネルを使用しＡＶデータストリー
ム６０４を送信する。一方ＶＣＲ６０３はＡＶデータストリーム６０４を受信し録画する
ことが可能になる。
【００１８】
図７は、本発明の第１の実施の形態における資源予約管理表の構成例である。図７におい
て、７０１は予約可能帯域、７０２は予約不可能帯域、７０３は予約済み帯域、７０４は
新規予約帯域である。資源予約管理表１０６では、全帯域を予約可能帯域７０１、予約不
可能帯域７０２に分割し、両帯域について現在の帯域使用状態を記憶し、さらに予約可能
な帯域については一定時間先までの帯域予約状態を記憶している。本例では、１００Ｍｂ
ｐｓの全帯域のうち、７０Ｍｂｐｓを予約可能な帯域とし、残りを予約不可能な帯域とし
ている。また、１０時から１１時までは３０Ｍｂｐｓが既に予約済み帯域７０３として予
約されており、新たに制御部１０７が新規予約帯域７０４として２０Ｍｂｐｓ予約した例
である。
（実施の形態２）
以下発明の第２の実施の形態における資源予約管理装置について、図面を参照しながら説
明する。
【００１９】
図２は、本発明の第２の実施の形態における資源予約管理装置の構成図である。図２にお
いて２０１は資源予約管理装置、２０２はチュ－ナ、２０３はインタネットに接続するた
めのモデム、２０４はＥＰＧ処理手段、２０５はタイマー部、２０６は帯域情報処理手段
、２０７は資源予約管理表、２０８は制御部、２０９は通信インタフェースである。
【００２０】
以上のように構成された本実施の形態の資源予約管理装置について、以下、その動作を説
明する。
【００２１】
まずチューナ２０２でＥＰＧを含む放送波を受信する。資源予約管理装置２０１では、Ｅ
ＰＧから番組の開始・終了時間情報をＥＰＧ処理手段２０４で抽出する。抽出した時間情
報はタイマー部２０５で管理する。一方前記番組の帯域幅情報の方はモデム２０３を通し
てインターネットから帯域情報処理手段２０６によって取得できる。資源予約管理表２０
７には、一定時間先までの帯域情報が格納されている。制御部２０８は、資源予約管理表
２０７を参照し、前記開始時間において前記帯域幅が割当可能であるか判断し、可能であ
れば資源予約管理表２０７に帯域幅を予約する。同時にタイマー部で予約管理をする。資
源予約管理装置２０１は、タイマー部２０５で管理している予約時間になると、資源管理
表２０７で管理されている帯域幅で、そのとき空いているチャネルを使用して、チューナ
２０２で受信している番組を通信インタフェース２０９経由で送信する。
【００２２】
図６は、本発明の第２の実施の形態における資源予約管理装置を備えたＡＶネットワーク
の構成例であり、動作については本発明の第１の実施の形態と同様である。また、図７は
、本発明の第２の実施の形態における資源予約管理表の構成例であり、動作については本
発明の第１の実施の形態と同様である。
（実施の形態３）
以下発明の第３の実施の形態における資源予約管理装置について、図面を参照しながら説
明する。
【００２３】
図３は、本発明の第３の実施の形態における資源予約管理装置の構成図である。図３にお
いて３０１は資源予約管理装置、３０２はチュ－ナ、３０３は電話機に代表される情報通
信機器、３０４はＥＰＧ処理手段、３０５はタイマー部、３０６は帯域情報処理手段、３
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０７は資源予約管理表、３０８は制御部、３０９は通信インタフェースである。
【００２４】
以上のように構成された本実施の形態の資源予約管理装置について、以下、その動作を説
明する。
【００２５】
まずチューナ３０２でＥＰＧを含む放送波を受信する。資源予約管理装置３０１では、Ｅ
ＰＧから番組の開始・終了時間情報をＥＰＧ処理手段３０４で抽出する。抽出した時間情
報はタイマー部３０５で管理する。一方前記番組の帯域幅情報については、電話などの情
報通信機器３０３を通して音声データとして取得し、それを帯域情報処理手段３０６が抽
出する。資源予約管理表３０７には、一定時間先までの帯域情報が格納されている。制御
部３０８は、資源予約管理表３０７を参照し、前記開始時間において前記帯域幅が割当可
能であるか判断し、可能であれば資源予約管理表３０７に帯域幅を予約する。同時にタイ
マー部で予約管理をする。資源予約管理装置３０１は、タイマー部３０５で管理している
予約時間になると、資源管理表３０７で管理されている帯域幅で、そのとき空いているチ
ャネルを使用して、チューナ３０２で受信している番組を通信インタフェース３０９経由
で送信する。
【００２６】
図６は、本発明の第３の実施の形態における資源予約管理装置を備えたＡＶネットワーク
の構成例であり、動作については本発明の第１の実施の形態と同様である。また、図７は
、本発明の第３の実施の形態における資源予約管理表の構成例であり、動作については本
発明の第１の実施の形態と同様である。
（実施の形態４）
以下発明の第４の実施の形態における資源予約管理装置について、図面を参照しながら説
明する。
【００２７】
図４は、本発明の第４の実施の形態における資源予約管理装置の構成図である。図４にお
いて４０１は資源予約管理装置、４０２はチュ－ナ、４０３はフロッピーディスク、ＣＤ
－ＲＯＭといった記憶媒体、４０４はＥＰＧ処理手段、４０５はタイマー部、４０６は帯
域情報処理手段、４０７は資源予約管理表、４０８は制御部、４０９は通信インタフェー
スである。
【００２８】
以上のように構成された本実施の形態の資源予約管理装置について、以下、その動作を説
明する。
【００２９】
まずチューナ４０２でＥＰＧを含む放送波を受信する。資源予約管理装置４０１では、Ｅ
ＰＧから番組の開始・終了時間情報をＥＰＧ処理手段４０４で抽出する。抽出した時間情
報はタイマー部４０５で管理する。一方前記番組の帯域幅情報については、記憶媒体４０
３から帯域情報処理手段４０６によって抽出できる。資源予約管理表４０７には、一定時
間先までの帯域情報が格納されている。制御部４０８は、資源予約管理表４０７を参照し
、前記開始時間において前記帯域幅が割当可能であるか判断し、可能であれば資源予約管
理表４０７に帯域幅を予約する。同時にタイマー部で予約管理をする。資源予約管理装置
４０１は、タイマー部４０５で管理している予約時間になると、資源管理表４０７で管理
されている帯域幅で、そのとき空いているチャネルを使用して、チューナ４０２で受信し
ている番組を通信インタフェース４０９経由で送信する。
【００３０】
図６は、本発明の第４の実施の形態における資源予約管理装置を備えたＡＶネットワーク
の構成例であり、動作については本発明の第１の実施の形態と同様である。また、図７は
、本発明の第４の実施の形態における資源予約管理表の構成例であり、動作については本
発明の第１の実施の形態と同様である。
（実施の形態５）
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以下発明の第５の実施の形態における資源予約管理装置について、図面を参照しながら説
明する。
【００３１】
図５は、本発明の第５の実施の形態における資源予約管理装置の構成図である。図５にお
いて５０１は資源予約管理装置、５０２はチュ－ナ、５０３は本、新聞といった紙面媒体
、５０４はＥＰＧ処理手段、５０５はタイマー部、５０６は帯域情報処理手段、５０７は
資源予約管理表、５０８は制御部、５０９は通信インタフェースである。
【００３２】
以上のように構成された本実施の形態の資源予約管理装置について、以下、その動作を説
明する。
【００３３】
まずチューナ５０２でＥＰＧを含む放送波を受信する。資源予約管理装置５０１では、Ｅ
ＰＧから番組の開始・終了時間情報をＥＰＧ処理手段５０４で抽出する。抽出した時間情
報はタイマー部５０５で管理する。一方前記番組の帯域幅情報については、ユーザが紙面
媒体５０３を参考にすることで入力する。入力された情報は帯域情報処理手段５０６によ
って抽出できる。資源予約管理表５０７には、一定時間先までの帯域情報が格納されてい
る。制御部５０８は、資源予約管理表５０７を参照し、前記開始時間において前記帯域幅
が割当可能であるか判断し、可能であれば資源予約管理表５０７に帯域幅を予約する。同
時にタイマー部で予約管理をする。資源予約管理装置５０１は、タイマー部５０５で管理
している予約時間になると、資源管理表５０７で管理されている帯域幅で、そのとき空い
ているチャネルを使用して、チューナ５０２で受信している番組を通信インタフェース５
０９経由で送信する。
【００３４】
図６は、本発明の第５の実施の形態における資源予約管理装置を備えたＡＶネットワーク
の構成例であり、動作については本発明の第１の実施の形態と同様である。また、図７は
、本発明の第５の実施の形態における資源予約管理表の構成例であり、動作については本
発明の第１の実施の形態と同様である。
【００３５】
なお、本発明は、ハード回路によって実現する事が出来るが、コンピュータを用いてソフ
トウェア的に実現することも可能である。
【００３６】
また、本発明は、各手段が有する機能の全部又は一部をコンピュータで実現するためのプ
ログラムを格納したプログラム媒体でもある。
【００３７】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、予約の時間順番と、録画順番の不一致に基づく、
不公平を回避することが出来、また、そのための帯域情報を効率よく取得することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態における資源予約管理装置の構成図
【図２】本発明の第２の実施の形態における資源予約管理装置の構成図
【図３】本発明の第３の実施の形態における資源予約管理装置の構成図
【図４】本発明の第４の実施の形態における資源予約管理装置の構成図
【図５】
本発明の第５の実施の形態における資源予約管理装置の構成図
【図６】本発明の上記実施の形態における資源予約管理装置を備えたＡＶネットワークの
構成例を示す図
【図７】本発明の上記実施の形態における資源予約管理表の構成例を示す図
【図８】従来例の資源管理装置の構成図
【図９】従来の資源管理表を備えたＡＶネットワーク構成例を示す図
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【符号の説明】
１０１　資源予約管理装置
１０２　チューナ
１０３　ＥＰＧ処理手段
１０４　タイマー部
１０５　帯域情報処理手段
１０６　資源予約管理表
１０７　制御部
１０８　通信インタフェース
２０１　資源予約管理装置
２０２　チューナ
２０３　モデム
２０４　ＥＰＧ処理手段
２０５　タイマー部
２０６　帯域情報処理手段
２０７　資源予約管理表
２０８　制御部
２０９　通信インタフェース
３０１　資源予約管理装置
３０２　チューナ
３０３　情報通信機器
３０４　ＥＰＧ処理手段
３０５　タイマー部
３０６　帯域情報処理手段
３０７　資源予約管理表
３０８　制御部
３０９　通信インタフェース
４０１　資源予約管理装置
４０２　チューナ
４０３　記憶媒体
４０４　ＥＰＧ処理手段
４０５　タイマー部
４０６　帯域情報処理手段
４０７　資源予約管理表
４０８　制御部
４０９　通信インタフェース
５０１　資源予約管理装置
５０２　チューナ
５０３　紙面媒体
５０４　ＥＰＧ処理手段
５０５　タイマー部
５０６　帯域情報処理手段
５０７　資源予約管理表
５０８　制御部
５０９　通信インタフェース
６０１　資源予約管理装置
６０２　セットトップボックス（ＳＴＢ）
６０３　ビデオカセットレコーダ（ＶＣＲ）
６０４　ＡＶデータストリーム
７０１　予約可能帯域
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７０２　予約不可能帯域
７０３　予約済み帯域
７０４　新規予約帯域
８０１　資源管理装置
８０２　帯域幅管理テーブル
８０３　チャネル管理テーブル
８０４　制御部
８０５　通信インタフェース
９０１　資源管理装置
９０２　セットトップボックス（ＳＴＢ）
９０３　ビデオカセットレコーダ（ＶＣＲ）
９０４　ＡＶデータストリーム

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 3628914 B2 2005.3.16



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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